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【研究の内容】 

ヤクーツク市周辺の永久凍土地帯における、森林の伐採・火災・衰退と土地利用の変化(森林から

農地への転換、および耕作放棄された農地)で生じた全土壌炭素の変化を、ロシア科学アカデミー

シベリア支部極寒冷地生物研究所の Roman V. Desyatkin 博士、Alexy R, Desyatkin 博士とともに、

これまでのデータも交えて解析した。また、今後の日本とロシアの農業技術交流についての検討を

行った。その概要を、8 月 21～27 日にヤクーツク市で開催された第 7 回国際凍結土壌学会議の基

調講演、一般講演で報告した。 

１）研究概要

ヤクーツク市周辺の永久凍

土地帯に特徴的な次の３種類

の生態系 95 ヶ所の全土壌炭

素 （ TSC= 土壌中有機炭素

(SOC)＋土壌中炭酸塩炭素

(SCC)＋土壌中落葉落枝炭素

(LIC)）の結果を解析した（図

１）。すなわち、①森林(カラマ

ツ林(LF)、火災林(BF)、水害林

(WF)、松林(PF))25 点、②農地
図１ ヤクーツクの異なる生態系における全土壌炭素含量
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（耕作地(WAL)、耕作放棄地(AAL)、新規開墾地(NAL)）32 点、③サーモカルスト(凍土地帯で地表

付近が融解・凍結を繰り返して造られる凹凸のある地形；乾性草地(DG)、中庸草地(MG)、湿性草地

(WG)、ピンゴ(凍結融解の力で盛り上がった丘状地形；PG))38 点。TSC は森林、農地で少なく、サー

モカルストで多かった。森林内で比較すると、深さ 0-100cm の土壌中有機炭素蓄積量(Mg-C ha-1

100cm-1)は水害林(WF：93.6±40.6)で最も多く、ついでカラマツ林(LF：69.7±20.5)、火災林(BF：

54.7±10.7)であり、松林(PF)が 27.0±1.5 と最も少なかった。土壌中有機炭素含量は砂含量と負の

相関を示したことから、松林(PF)で土壌中有機炭素含量が最も少なかったのはこの松林(PF)が砂質

土壌に立地したことによると考えられた。ただし、この松林(PF)は土壌中有機炭素(SOC)の３倍量の

土壌中炭酸塩炭素(SCC)を含有する。水害林(WF)では、土壌中炭酸塩炭素(SCC)がカラマツ林(LF)

のほぼ半分にまで減少していた一方で、深さ 0-30cm の土壌中有機炭素(SOC)はカラマツ林(LF)より

も有意に多かった。火災林(BF)では、土壌中落葉落枝炭素(LIC)はカラマツ林(LF)の半分程度であ

ったことから、森林火災は主に土壌中落葉落枝炭素(LIC)を減少させると考えられた。農地における

土壌中有機炭素蓄積量は森林のそれと同程度であった。深さ 0-100cm の土壌中有機炭素蓄積量

(Mg-C ha-1 100cm-1)は耕作放棄地(AAL：91.8±36.6)で最も多く、ついで耕作地(WAL：59.4±8.7)、

新規開墾地(NAL：59.2±3.7)であった。土壌中有機炭素(SOC)は全土壌炭素（TSC）の 55%を占め、

耕作の放棄(WAL)は土壌中有機炭素(SOC)を増加させた。 サーモカルストにおける土壌中有機炭

素蓄積量は森林および農地よりも有意に多かった。深さ 0-100cm の土壌中有機炭素蓄積量(Mg-C 

ha-1 100cm-1)は湿性草地(WG：694.2±623.5)で最も多く、ついで中庸草地(MG：319.5±347.9)、ピン

ゴ(PG：199.6±136.8)であり、乾性草地(DG：143.2±131.0)で最も少なかった。土壌中有機炭素

(SOC)は全土壌炭素（TSC）の 60%以上を占めた。サーモカルストの形成は有機物の蓄積を促し、ま

たさらなる氾濫の進行も土壌中有機炭素(SOC)を増加させた。SOC の高い地点ほど、SOC の減少が

方向されていることから、サーモカルスト内の土壌保全が今後の気候変動下ではとくに重要である。 

２）会議報告

第 7 回国際凍結土壌学会議

は、サハ共和国科学アカデミー会

議場で開催され、参加者は 125 名

であった（写真１）。基調講演 4 題

に続き、7 セッション（１）生成，地

理，マッピング，分類，２）凍結土

壌動態と範囲，３）凍土生態系に

おける炭素循環，４）凍結土壌の

ペドロジー，５）凍結土壌における

過去の生成条件の影響，６）さまざまな研究手法の適用（リモセン，微細形態，C14 年代），７）永久凍

土の管理と認知）で口頭一般講演・ポスターセッションが 8 月 22-24 日に行われた。その後、25-27 

日に 25～27 日にはヤクーツク市周辺の農村視察（チュラプチャ地域等）および森林・草地土壌断面

の観察を行い、成因、利用、保全、修復について議論した。極東ロシアの広大な旧ソ連時代の土地

資源（現在は耕作放棄地）を再生して農業を振興すべきであり、そのための研究・技術開発を日ロ

（道ロ）共同で行うべきと提言した。 

写真１ サハ共和国科学アカデミー会議
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【アウトリーチ、取材、その他】 

8 月 22 日と 25 日に現地のテレビ局から取材を受けた。 


